
表-4 10月中、下旬処理によるマツノマダラカミキリ材内、樹皮下幼虫とマツノザイセ

ンチュウに対する効果。処理後14日目調査結果。(林業薬剤協会林試委託試験)。

マツノマダラカ ミキリ幼虫 マツノザイ

試験年 試験機関
薬剤処理 lnf当り

樹皮下幼虫 材内幼虫
センチュウ

月 日 処理量 1 I!当ち線虫数

生 死 致死率% 生 死 致死率%処理前 処理後

栃木県林業
0.5 .e O 41 100 O 138 100 154 。

59 10月15日 1.0 .e O 152 100 O 151 100 580 。
昨 ン ター

無処理 57 3 5.3 98 。 。158 84.6 
日歌山県林業

0.5 .e 。 印 100 。105 100 45 15.1 

59 
~ンター

10月24日 1.0 .e O 57 100 。104 100 77 0.08 

無処理 16 3 15.8 157 0.06 151 75.4 

防木県林業
0.5 .e 。 68 100 O 145 100 4お.4 O 

60 10月21日 1.0 e O 195 100 O 93 100 220.7 0.1 
~ンター

無処理 170 2 1.2 138 2 1.4 225.0 3印.3

一

表-5 2月、 3月下旬、 4月中、下旬処理によるマツノマダラカミキリ材内老熟幼虫と
マツノザイセンチュウに対する効果。処理14日目調査結果。(林業薬剤協会林試委託試験他)。

マツノマダラカミキリ幼虫 マツノザイ

試験年 試験機関
薬剤処理 lnf当り

樹皮下幼虫 材内幼虫
センチュウ

月 日 処理 量 1 I!当モ線虫数
生 死 致死率% 生 死 致死率% 処理則 処理後

rF-葉県林業 1.0 .e 。190 100 2，177 O 
61 
同験場

3月26日
無処理 43 2.3 2，100 1，078 

0.5 .e O 7 100 2 138 99 768 

1.0 .e O 4 100 。132 100 1，938 O 

2月27日 0.6 .e O 5 100 125 99 950 O 

印
静岡県林業 ( 3倍液)

間 験 場 無処理 5 17 169 4 11 796 1，392 

0.5 .e O 16 100 。129 100 1，220 2 
4月16日 1.0 e O 14 100 O 80 100 1，290 O 

無処理 7 O O 123 27 28 413 259 

(造林部小島)

ヤマウドの増殖

ヤマウドの増殖方法には、実生、株分け、さし 労を多く必要とします。また、稚苗のうちに畑土

芽などがありますが、大量に増やすには実生の方 への移植が必要であり手間も多くかかります。

法がとられています。乙の場合、コンテナやポッ 乙うした弊害を少なくするため露地での育苗方

卜などの容器に山砂(赤土)など腐植に乏しい土 法を試みました。

壌を用いた栽培事例が発表されています。

しかし、容器での栽培は、施設が充実していな 1 .試験の方法

いと、まき付け床が乾いたり、また過度の散水で、 1) まき付け床まき付け時期の違いによる育苗

椎苗の立枯れが発生する乙とがあり、散水管理lζ ア.まき付け床は当所構内ほ場iζ lOcmの上げ床を
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露地床では、まき付け時期が早く寒冷紗で覆っ

た箇所の生長は最初良好でしたが、 8月中旬以降

は生長差は認められませんでした。

なお、ポット苗の生長は悪いため床替えをせず

に放置しました。

2) 床替えによる生育状況

露地床苗は均ーに発芽し、良好に生長したので、

5月下旬iζ間引きをして、乙れを床替床l乙移植し

ました。

10月下旬、根株の掘り取り調査を行ったと乙ろ、

床替苗の根株は据え置き苗に比べ細根が多く、ま

た根張りも良好でした。しかし、茎長、茎重量、

根長、担株重量は据え置き苗の方が若干優れてい

ました。

また、据え置き苗は全体iζバラツキが多く、ゴ'

ボウ根が土中iζ深く入り込んでいて、掘り取りが

困難でした。(図-2、写真一 3) 

3.考察

I) 露地栽培では、畑ICB層土壌(赤土)を施す

乙とiζより、肥沃をきらうヤマウドの発芽条件を

満たす乙とができる。

2) また、発芽後lζ根茎が伸びて畑土の養分を吸

収するので生長がよく、ポット苗のように椎苗の

うちの床替の必要がない。

3) 地温が 10oc以上に上昇しないと種子は発芽し
ないので 4月中旬頃にまき付けをするのがょいと

思う。(図-3 ) 

4) 露地床では霜害や乾燥を防ぐために寒冷紗の

効果の大きい乙とがわかった。

5) 十分に精選した種子の 1gあたりの粒量は、

写真一 2 まき付け時期及び管理による生育状況

(S. 61 .6.25撮影)
左から①4月10日まき付け、露地裁培、寒冷紗使用

②向上

③4月15日まき付け、露地裁倍、寒冷紗使用

④向上

⑤4月15日まき付け、露地栽培、裸地

@向上

①4月5日まき付け、ポット栽培

@同上
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床替苗と据置き苗の根株の形状

(左、床替苗右、据置き苗)

写真一 3
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図-2 床替苗と鋸え置き苗の形状比較

(各5本、単位%)

少なくし、間引きもせず、床替えも 1回だけとい

う育苗方法も考えられる。

7) ウドは、自生地により青茎系と赤茎系があり

ますが、同一場所で栽培すると種子は交配します。

比較的軟かい性質をもっ青茎系の種子の採取は

自生地で行う乙とが大切です。
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およそ 1，000粒であり、設計まき付け量dあたり

5gは多かったように思う。ムラのないまき付け

をすればdあたり 2g前後でょいと思う。(表

1、写真一 4) 

6) 多少根株の形状にバラツキがあっても、でき

るだけ育苗の手間をはぶくために、まきつけ量を
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図-3 地温の変化(指導所構内土中 10cm) 

写真一 4 種子 19の状況

(経営部一ノ瀬)

たちきろう差別の根

家庭で職場で近隣で

10-

N0901022
スタンプ




